



Annealing Effects on Ferroelectric Domain Configuration 
of Tri-Glycine Sulfate 
Noriyuki NAKATANI 
A nnea l ing effects on the domain configura tion of TGS singl e cr ysta ls  ar e examined with etching 
the ( 0 1 0 )  p l a ne. The domain of the one annea l ed at a tempera tur e  high巴r than 70 0C is fine l amel l ar 
el ongated a l ong the dir ection per pendicul ar to the c-axis. The l amel l ar becomes l ar ger with the l a ps e  
of time a fter the a nnea l ing. The change l asts mor e  tha n  1 0 0  da ys. The moving domain boundaries， 
during thi s change， ar e not ca ught by dis l oca tions intr oduced in the pr ocess of the cr ysta l gr owth. The 
a nnea 1 ing effect on the domain is not r el a ted to the a nnea l ing tim巴 a nd the cool ing ra t巴.
1 . 緒 言
硫酸グリシン (TGS; ( NH2CH2COOH)3・H2S04)
の強誘電性に関しては， その 典型的な 2次相転移
(Tc =49 .4"C)を中心にさまざまな角度から 研究き
れている�1)，(2)TGS単結品は強誘電相においていわゆ
る 180 。分域にわかれる少(4)その 独特のレン ズ状の分
域自体極めて興味のあるものであるが， 分域構造が
結品の マク ロな性質に 直接あるいは 2次的に 影響を





一方， TGSの転移点近傍の critica lな性質を調べ
る実験等(7)において， より純粋な結晶を得る必要か
ら， いわゆる「熱処理」がなされ， それ相 当の 効果
をあげイ尋ることが判明したが?熱処理によってその
分域構造に大きな 変化があることも指摘きれている。





























晶の温度が極端に異なると therm a l shockによる分
域があらわれるのでヂこの点に注意した。
3. 実験結果及び考察
3 - 1 熱処理後の分域構造の経時変化
図- 1 は， 7 5.C で15時間熱処理した結晶の経時変
化の一部を示したものである。 これは一個の単結品
の( 0 1 0 )面全体を示したもので， 周囲はいずれも







( 3 0 す)面と一致する境界をもっ直線的な分域とが
みられるが， 熱処理直後はいわゆるラメラー状の細
かい分域になる。 ( 0 0 1 )面に近い周辺部では，( 0 






あり作(1日以前にいわれ ていた(3)ように(1 0 τ)面 で
はない。




























図-2 は 熱処理温度を種々に変えた場合の 分域構
造を 熱処理後24時間の時点で示したものである。 熱




いずれの場合も 熱処理 直後は 分域が細かし時間の














図-2 熱処理温度による 分域構造の変化， いずれも 1 時間 熱処理後24時間 経過した時点で撮 影(x 8 ) 
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3 - 3 熱処理時間の 影響





度を(700C以上まで) あげれば 熱処理は充 分で、ある
といえる。 しかし 2 - 2 で示したような比較的低温
での 熱処理も充 分に時間をかければラメラー状の 分
域を示す程度にまでなるかどうかは， 確認できなか
った。
図 - 3 熱処理時間による 分域構造の変化， 750Cで 熱処理後24時間経過したもの。 (x 8 ) 
図 - 4 冷却速度による 分域構造の 変化， 数値は転移点通過時の冷却速度を示す。 750Cで 1 時間処理後冷却，
転移点通過後24時間 経過した時点で撮 影(x 8 ) 
3 - 4 冷却速度の 影響
熱処理後の 分域構造が冷却速度， とりわけ転移点
通過時の冷却速度によってどのような 影響をうける




無いが， 図 - 4 に示したように(転移点通過時の) 冷
却速度を 3 桁以上変えても 分域構造にはほとんど差




と考えられる。 熱処理後のラメラーの巾は 2 -5 μ
で あるが:'\9)これは転移点における一種の相関距離を
示すものと考えられる。
なお， 図 - 1 -3 および図 6 ，  7 で示した場合
の冷却速度はいずれも 3 0C/ min程度で、ある。





構造をもつことが期待される。 T G S の場合はそもそ
Fhu cu 
空査盟主
図-5 導体中での分域構造の変化(x 8) 
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